
 

 
 

病院を受診された患者さまへ 
2023 年 4 ⽉ 24 ⽇ 作成 

当院では機関⻑の許可を得て、下記の臨床研究を実施しております。 
本研究の対象者に該当する可能性のある⽅で、診療情報等を研究⽬的に利⽤または提供されること

を希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 
 

研究課題名 
（研究番号） 

3 次元画像を⽤いた⼈⼯股関節全置換術後の腸腰筋インピンジメントのリ
スク因⼦と治療成績 

当院の研究責任者 
（所属） 仲宗根哲（琉球⼤学病院整形外科） 

他の研究機関および 
各機関の研究代表者  

本研究の⽬的 

⼈⼯股関節全置換術（THA）とは変形性股関節症に適応のある⼿術の⼀
つで、初回 THA に⽣じる合併症として腸腰筋インピンジメントという疾
患が挙げられます。腸腰筋腱が寛⾻⾅の縁から突出したカップ（⾻盤側の
⼈⼯関節）の前縁に挟み込まれることで主に⽣じ、階段昇降や⾞の乗り降
りなど⽇常動作で疼痛が誘発されることが特徴とされています。発⽣率は
4.3％と⽐較的⾼いにも関わらず診断に必要な精度の⾼い画像評価法はな
いのが現状です。本研究の⽬的は THA 術後の腸腰筋インピンジメントと
診断された患者様の背景や術前後の画像所⾒を解析することで、腸腰筋イ
ンピンジメントの画像診断法を構築すること、さらに腰筋インピンジメン
トをきたすリスク因⼦の分析や腸腰筋インピンジメントを回避するための
３次元術前計画システムを構築することです。 

研究実施期間 倫理審査委員会承認⽇〜2027年 3 ⽉ 31⽇ 

調査データ(該当期間) 2014 年 1⽉〜2022 年 1⽉の期間の情報 

研究の⽅法 
（利⽤する試料・情報等） 

●対象となる患者さま 
① 2014 年 1⽉〜2022 年 1⽉  の期間に琉球⼤学病院において⼈⼯股関
節全置換術後股関節部痛を来した症例のうち、患側下肢の⾃動挙上で⿏径
部痛を有し、腸腰筋インピンジメントと診断できた症例 
② コントロール群として、同期間に琉球⼤学病院において⼈⼯股関節全
置換術後に股関節部痛を来した症例のうちインプラント設置が問題なく、
SLRテスト陰性で腸腰筋インピンジメントの診断に当てはまらなかった症
例 
③ ①、②に当てはまる症例で術前術後に股関節 CT撮影を受けた症例 
 
下記の患者様は除外対象となります。 
①重篤な合併症を有する症例（経過中の⾻折や感染症、⿇痺、⼈⼯関節の
緩み、インプラントの破損） 
②本⼈または代理⼈からの参加拒否のある場合 
 



 

 
 

●利⽤する試料・情報 
年齢、性別、⾝⻑、体重、BMI、既往歴、⼿術歴、疼痛、単純レントゲン
画像、CTデータ、MRI データ、カップ突出量、術前 DDH の有無、SLR
陽性となった⽇、再⼿術となった⽇、再⼿術内容、可動域、歩⾏能⼒、⽇
常⽣活動作、⽇本整形外科学会股関節評価法など 
 
 

試料/情報の 
他の研究機関への提供 

および提供⽅法 
他の研究機関への提供予定はありません。 

試料・情報の⼆次利⽤ 本研究で得られた情報を別の新たに利⽤する可能性があります。その場合
は、改めて倫理審査委員会で承認された後、実施します。 

個⼈情報の取り扱い 

研究にあたっては、対象となる⽅の個⼈を特定できないよう、情報は符号
化し管理します。個⼈情報は使⽤しません。また、研究結果を学会等にお
いて発表することがありますが、個⼈情報が特定できる情報は⼀切使⽤い
たしません。 

本研究の資⾦源 
（利益相反） 

整形外科学講座において⼀括管理を⾏う寄附⾦を利⽤する可能性がありま
す。 

お問い合わせ先 

琉球⼤学病院 整形外科 
担当者：仲宗根哲、國吉さくら、翁⻑正道、鷲崎郁之、伊藝尚弘、 

⻄⽥康太郎 
電話：098-895-1174 
 

備考  
 

 


